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動乱期 幕末に生きた志士に 困難を突破するリーダーシップを学ぶ。
「失われた１０年」が「失われた２０年」となり、３０年目に突入しようとしています。経済は相変わらず停滞し、日本の財政も悪化

の一途をたどっています。この１０年で８人も首相が変わる異常事態。経済も政治もまるで良いことがないように思えます。そして、

追い打ちをかけるような大震災と原発問題。しかし、そのようなときにこそ、「困難を乗り越え次の時代を切り開く力強いリーダーシッ

プ」が必要となるのです。この講座では二百数十年の泰平の世から急激な変化を迫られた時代…幕末の混乱期を生き、見事に新しい

時代を切り開いた男達からリーダーたる「実践実学」を学びます。是非、皆様ご活躍の場で大いに活かして頂ければ幸いです。

◆ ６月６日 ( 月 ) 第１回　坂本龍馬

◆ １２月９日 ( 金 ) 第４回　吉田松陰 ①

◆ ２月２日 ( 木 ) 第５回　吉田松陰 ②
出会う相手を魅了し、 同志に迎え入れてしまう龍馬の人間力。

その成長の秘訣５カ条とは…。

龍馬がまとめた新政府の基本方針 「船中八策」 を紐解く。

◆ ８月４日 ( 木 ) 第２回　西郷隆盛

師・吉田松陰に託されて立志の人となった高杉晋作。

満２７歳８カ月の生涯ながら、 群を抜く気迫と識見で倒幕を果たす。

「動けば雷電の如く、 発すれば風雨の如し」 （伊藤博文）。

その狂気と情熱から、 現代人が何を学ぶべきかを講話。

◆１０月２６日 ( 水 ) 第３回　高杉晋作
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会津若松市
インター西９０番地

【時　間】１８：３０～２１：００

【参加費】

【主　催】
【協　賛】

立志セミナー実行委員会 （１９期）

会津若松城南ロータリークラブ

単発での参加も可／1回 4,000円

人物、 器量、 人間の大きさとは何なのか…。

天を相手に、 無私の心で国難を救った大西郷。

その大誠意を今に伝える 『西郷南洲遺訓』 を味わい深く解説。

【其の二】 乱世に生きることに覚悟を据えよ！

思いの大きさが器を決め、 最初の志の高さが結果を生む。

松陰の憂国の至情を余すところなく著した 『講孟剳記』 を解説。

【其の一】 長州を明治維新胎動の地に変えた松陰。

その劇的な生涯と熱誠の教育とは…。

松下村塾から志士が育った理由を明快に伝授。

動乱の男たち
に学ぶ

綜學社　綜主理事／ 林英臣政経塾　塾長
一般社団法人　政経倶楽部連合会　主席顧問 ／ 併設　日本政経連合総研　理事長

昭和 32 年浜松市生まれ。東洋・日本思想活動家。
松下幸之助の直弟子 ( 松下政経塾１期生 ) として「国手」となる約束をかわし、
日本改新を志す。志ある政治家・経営者・各地の大学生などを対象に、年間
約１６０回の講演・講義をこなす。


